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６月２９日(木)５・６校時、３年生は岸田川漁協の皆さんのお世話になり、「環境体験学習」とし

て、岸田川 に生息する様々な生き物観察の学習を行いました。 

初めに、漁協の方から岸田川に住んでいる様々な

生き物について教えていただきました。漁協の方が

事前に捕まえた生き物を見せていただいたり、その

生き物の名前を教えていただいたりしました。  

Ｔ「この日のために、おじさん(井上さん)が昨日と   

ってきてくれました。」 

Ｃ「すげえー。」 

Ｔ「この魚、知ってる？」 

Ｃ「？？？」  

Ｔ「これはイワナ。これはヤマメ。アマゴ。」 

Ｔ「カワムツ、タカハヤ、カジカ、モクズガニ‥。」 

様々な生き物を紹介していただきました。 

その後は、岸田川漁協の皆さんと一緒に川に入っ

て、生き物見つけの活動を行いました。 

Ｃ「エビ、とりました！」 

Ｃ「これは？」 

Ｔ「これはヤゴ。トンボの幼虫だ。」 

子どもたちの元気な声が響きました。晴れてとて

も暑い日だったので、川 に入っても気持ちよかった

と思います。 

休憩した後も、生き物を探し、捕まえるのに夢中

でした。 

豊かな自然の中で、岸田川漁協の方のお世話にな

りながらたっぷり自然と触れ合い、その素晴らしさ

を満喫することができました。 後日、この活動で見

つけたもの、分かったこと、考えたこと等をまとめ

て表現する学習も予定しています。 

岸田川漁協の皆さん。いろいろとお世話になりま

した。ありがとうございました。 

 

岸田川の生き物観察 ～３年「環境体験学習」で～ 



 

 

 ６月３０日(金)３・４校時、４年生は「総合的な学習の時間」

で「車いす体験学習」を実施しました。今回も、新温泉町社会

福祉協議会の皆さん、そして「やすらぎの里」の門脇さんにも

ご指導いただきました。 

Ｔ「介助する人は、車いすを急に動かしたりしてはいけませ

ん。動かす前には必ず車いすに乗っておられる方に『動かしま 

すね。』というように言葉をかけるようにします。」 

Ｔ「車いすに乗っておられる方が安心できるように、必ず目線を合わせてあいさつをしたり、何に困

っておられるかを確かめたりすることが大切です。」 

普段は気づかなかった小さな段差も、車いすに乗ってみると、大きな壁になることも分かったと思

います。また、一人で越えられない壁も、周りの人の協力で越えられることもあります。‥そういう

ことを学ぶ良い機会となったのではないでしょうか。 

この「車いす体験」を通して、障がいのある人や介助する人の気持ちを理解するとともに、バリア

フリー社会実現のためにどんなことが大切かについて 考えることができたと思います。 

こうした体験を生かし、もし身近に困っている人がいたら、一声かけて手を差し伸べる思いやりの

心をもった人になりたいですね。  

社協の皆さん、そして門脇さん、ありがとうございました。  

 

 

 

 ５月初めから、新型コロナウイルス感染症の５類移行に伴い、マスク着用については個人判断とな

りました。 

 しかし、学校では給食時は衛生管理上、給食当番の人はもちろんですが、自分の席で配膳されるの

を待っている人も「マスクを着けて待つ」というようにしています。 

 新型コロナ感染予防のためのマスク着用が個人判断になってから、この給食時の

マスク忘れが目立っています。 

そこで保護者の皆様、箸・ランチョンマット等を入れている袋の中に、

必ずマスクもセットで入れていただくようにお願いいたします。このマスク

は、不織布の使い捨てのマスクでなくても、布のマスクでもよろしいです。 

何卒ご協力いただきますようお願いいたします。 

 

思いやりの心を大切に ～４年「車いす体験学習」で～ 

給食時のマスクをご準備ください。 ～衛生管理のために～ 


